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武蔵野東中学校 

２０２２年度 学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 

報告者  校長 菊地知恵子 

 

Ⅰ 自己評価 

１．本校の教育目標 

「校訓」  知性・根気・友愛 

 

２．本年度の重点目標 

１）探究型の学びの発展 

２）情報を読み取る力（「ニュース・リテラシー教育」）の推進 

      ３）友愛会活動の充実 

４）（自閉症児）自己評価力をあげる 

 

３．重点目標についての評価（A～D）と取り組み状況や課題 

      A・・・達成できた  B・・・概ね達成できた  C・・・達成が不十分  D・・・達成できていない 

１） 探究型の学びの発展（A） 

    『探究科』や『教科横断型授業（通称コラボ授業）』を中心として探究型の授業を多く

の教科において行った。『探究科』は学園祭で１、２年生全員が発表してプレゼンテー

ション力を伸ばした。ほかの授業においても思考力を伸ばす試みをしている。教員には

独自に教材を開発して授業で運用、教科担当を越えて連携し、重点に取り組む姿勢が

ある。 

      ２） ニュースから情報を読み取る力（「ニュース・リテラシー教育」）の推進（B） 

          ネットを中心に、生徒は様々な情報に触れる機会が増えた。2年生の『生命科』に新た

に「ニュース・リテラシー」の単元を設け、また外部から識者を招いて全学年を対象に

講演会を行い、情報を正しく読み解く力をつけることを試みた。今後は教科授業の中に

批判的思考の観点を取り入れて推進していく。 

      ３） 友愛会活動の充実（A） 

          全員が必ず希望する委員会に所属できるシステムであることから、生徒の参加意識と

活動意欲は高い。生徒の自主的な活動により諸行事が企画・運営されて学校が活性

化した。生徒各自に貸与している PCが意見交換・集約のために活用され、昨年度設

置した校内小スタジオも頻繁に利用されている。有志による SDGｓプロジェクトが、ＦＳ

Ｃ（適切な森林管理を認証する国際的制度）アワードに応募し、優秀賞を受賞した。 
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      ４） （自閉症児）自己評価力をあげる（A） 

          自閉症児クラスにおいてはキャリア教育の観点から、中学校独自の生徒用「目標集」

をもとに 生徒自身が目標を定めて取り組み、他者からの評価を聞き入れた上で自己

評価する仕組みを充実させた。家庭との連携により効果があがり、その結果、自己決定

力および自己肯定力、クラスメイトへの他者理解、社会性が伸びた。 

 

    ４．総合的な評価と今後の課題 

          今年度はこれまでコロナ禍により変更を余儀なくされていた諸行事、校外学習を日程

通りに実施することができた。3年ぶりとなる合唱コンクールを校内実施したことを端緒と

して、学園祭での生徒企画再開や宿泊を伴う校外学習の実施により生徒の経験の幅が

広がり、心身の成長に資することができた。 全般に学校生活が活性化したことにより教

育効果が上がり、特に 3年間コロナのために行事や校外学習を経験できなかった 3年

生にとっては、意義深い卒業年度となった。 

          昨年度から新学習指導要領が施行されているが、その目的とするところには本校では

先取りして取り組んでいるものが多い。探究的活動として、『探究科』は 2008年度の

「研究活動」を始まりとして 2017年度に教科としての設置に至り、15年間の実績を持

つ。毎年度「全国文芸・サイエンスコンクール」（旺文社）に 2年生の個人探究作品を応

募しており、今年度も 2名が社会科自由研究部門に入賞した。これで学校としての上位

入賞は 4年連続となった。『教科横断型授（通称コラボ授業）』も 2019年度から 4年

目となり、すでに既存のカリキュラム内に定番授業を組み込み、新たな授業も加わってい

る。 

また別に、毎日新聞社主催の毎日カップ「中学校体力つくりコンテスト」では全国

4125校エントリー中 4位にあたる日本学校体育研究連合会賞を受賞（2年連続 18

回目）、バランスのとれた教育であることの成果を実証した。 

          来年度以降は、様々な変更をしながら実施してきた行事や校外学習の内容を再構築し

ていくことが必要となる。また生徒にはコロナ禍では経験の幅が制限されてきたことから、

視野を外へ広げていくことを試みていく。 

 

    Ⅱ 学校関係者評価 

 

（１）今年度も新型コロナウイルスの影響が続く中、安心して登校できる環境整備を継続いただい

たことに、保護者として感謝している。宿泊を伴う校外学習や行事が再開され、特に 3年生にとって

は入学してから初めて、行事を経験できたこととなった。宿泊の校外学習や、合唱コンクール、学園

祭などは、学年やクラスを越えた経験であり、また混合教育の実践においても貴重な機会であっ

た。ニュース・リテラシー教育は色々な物の見方、立場の違いを理解することにつながり、そして探究

科の取り組みからは、人の役に立つようなかかわりを考えるようになっている。友愛会活動は年々発
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展しており、中１から自分たちで取り組めているようだ。教科横断型授業には、外部の小学生の保

護者も関心をもっている。 

 

（２）15歳までの自立の完成形をもって卒業させていく教育といえる。健常児については、進学校と

しての難関高校合格の実績や部活動の全国レベルの実績、その文武両道の成果はもっと外部にア

ピールしてもいいのではないか。様々な教育内容に加えて、さらに進学実績がプラスされている。学

園の一貫教育の中で、15歳まで責任をもって教育が継続されていくことは、親にとって魅力であ

る。 

 

（３）上記以外にも、英語検定の取得実績として、中３の卒業時に準 2級（高校中級程度）取得が

学年の 78％であったり、近隣の法政大学研究室を訪問して、大学の研究室で本格的な実験を経

験する講座が実施されたり、良い実践がされている。 

 

（４）中学校募集の状況はどうか。（2023年度入試の受験者数は、前年度比 147％増であっ

た。）いじめがない学校ということ、それは保護者にとって安心できること。保護者は学業以外にも、

学校としての良さというものに着目する。混合教育を実施し、生徒相互に理解ができている、そうい

うことがあるからではないか。また、もし何かトラブルがあったら、学校はどうするのか、そのようなこ

とがオープンになっていることが今の時代には安心なことである。 

 

 

 


